
第

3 5
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平

成

2 0
年

２

月

号

 

「

三

笠

と

サ

ミ

ッ

ト

」

 

 

昨

年

末

の

新

聞

に

、

７

月

の

洞

爺

湖

サ

ミ

ッ

ト

の

期

間

中

に

、
三

笠

市

が
「

ア

メ

リ

カ

の

首

脳

を

招

き

た

い

」

と

応

募

し

た

と

あ

っ

た

。 
 

明

治

の

新

し

い

時

代

に

な

っ

て

、

産

業

の

振

興

が

急

が

れ

、

時

の

政

府

は

未

開

の

北

海

道

を

開

き

、

新

し

く

発

見

さ

れ

た

幌

内

の

石

炭

は

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

源

と

し

て

必

要

で

あ

っ

た

。

開

拓

を

進

め

る

た

め

に

、

た

く

さ

ん

の

外

人

が

来

道

し

た

。 
 

ア

メ

リ

カ

の

地

質

学

者

ラ

イ

マ

ン

は

、
明

治

６

〜

８

年

ま

で

、
幌

内

の

炭

田

を

主

に

、
全

道

の

地

質

や

地

形

、

鉱

物

、

油

田

、

水

力

、

温

泉

な

ど

を

調

べ

、

膨

大

な

報

告

書

を

開

拓

使

（

現

道

庁

）

に

提

出

し

た

。 
 

そ

の

中

に

桂

沢

の

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

を
「

将

来

専

門

の

学

者

に

調

査

さ

せ

て

、
青

少

年

の

教

育

に

供

す

べ

き

で

あ

る

」

と

初

め

て

世

の

中

に

知

ら

し

め

た

。 
 

さ

て

、

開

拓

使

で

は

幌

内

の

石

炭

を

「

ど

の

ル

ー

ト

で

運

ぶ

か

」

で

日

夜

激

論

が

交

わ

さ

れ

、

結

局

幌

内

〜

小

樽

ル

ー

ト

に

決

ま

っ

た

が

、
明

治

９

年

に

来

日

し

て

札

幌

農

学

校

（

現

北

大

）

の

教

頭

で

あ

っ

た

ク

ラ

ー

ク

博

士

も

こ

の

案

を

強

く

推

薦

し

て

い

る

。 
 

当

時

ク

ラ

ー

ク

は

5 0
歳

、

ラ

イ

マ

ン

は

4 1
歳

。

米

国

北

西

部

の

マ

サ

チ

ュ

ー

セ

ッ

ツ

州

の

出

身

で

、
２

人

は

従

兄

弟

で

あ

っ

た

ら

し

い

。 
 

ク

ラ

ー

ク

博

士

は

、

苔

（

コ

ケ

）

の

研

究

に

も

熱

心

で

、

よ

く

生

徒

ら

と

苔

の

採

集

に

札

幌

周

辺

を

歩

き

、

着

任

後

す

ぐ

に

三

笠

に

も

、
そ

の

足

跡

を

残

し

て

い

る

よ

う

だ

が

、

記

録

に

は

定

か

で

な

い

。

ク

ラ

ー

ク

が

帰

国

し

た

翌

年

に

、

農

学

校

の

教

え

子

数

名

が

、

幾

春

別

川

を

の

ぼ

り

、
桂

沢

で

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

化

石

を

採

集

し

て

い

る

。 
 

さ

て

、

幌

内

炭

鉱

の

石

炭

を

運

び

出

す

た

め

に

、

ア

メ

リ

カ

の

鉄

道

技

師

ク

ロ

フ

ォ

ー

ド

が

招

か

れ

て

、
幌

内

鉄

道

の

建

設

が

始

ま

っ

た

。 
 

前

述

の

マ

サ

チ

ュ

ー

セ

ッ

ツ

州

と

は

す

ぐ

隣

の

、
ペ

ン

シ

ル

べ

ニ

ア

州

の

出

身

で

、

当

時

3 7
歳

で

あ

っ

た

ク

ロ

フ

ォ

ー

ド

は

、
工

事

前

の

実

地

調

査

で

何

度

も

三

笠

を

訪

れ

、

明

治

1 2
年

に

幌

内

太

（

三

笠

）

〜

幌

内

間

の

道

路

工

事

を

監

督

し

て

、
鉄

道

敷

設

の

道

筋

を

作

っ

て

い

る

。 
 

ま

ず

明

治

1 3
年

か

ら

札

幌

〜

小

樽

間

が

敷

設

さ

れ

、

次

い

で

同

1 4
年

２

月

か

ら

幌

内

〜

札

幌

間

の

工

事

が

進

め

ら

れ

た

が

、
し

か

し

鉄

道

の

建

設

資

材

購

入

の

た

め

帰

国

し

た

ク

ロ

フ

ォ

ー

ド

は

そ

の

ま

ま

８

月

に

任

期

が

切

れ

て

、

翌

年

の

明

治

1 5
年

に

全

線

開

通

し

た

、

北

海

道

で

最

初

に

走

っ

た

幌

内

鉄

道

を

見

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。 
 

将

来

全

道

に

広

が

る

鉄

道

網

を

図

っ

た

ク

ロ

フ

ォ

ー

ド

、
書

物

の

み

に

頼

ら

ず

北

海

道

の

自

然

と

開

拓

の

精

神

を

育

て

た

ク

ラ

ー

ク

、
そ

し

て

未

開

の

広

大

な

自

然

の

開

発

に

貢

献

し

た

ラ

イ

マ

ン

…

。 
 

サ

ミ

ッ

ト

の

主

要

テ

ー

マ

で

あ

ろ

う
「

環

境

汚

染

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

効

率

化

…

」

に

、

衰

退

し

た

地

方

の

炭

鉱

や

鉄

道

、
北

海

道

の

大

き

な

緑

の

自

然

の

中

に

…

も

し

三

笠

を

ブ

ッ

シ

ュ

大

統

領

が

訪

れ

た

ら

、
果

た

し

て

何

を

見

る

の

だ

ろ

う

か

？ 

明治20年頃の幌内太駅（旧三笠駅）


